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研究の背景：国の取り組み政策

• 2023年4月 こども家庭庁 創設
• 2023年12月 こども未来戦略 決定

• 2026年 「こども誰でも通園制度」開始（予定）

妊娠、出産から大学までライフイベンツに沿った長期
的なスパンでの政策が掲げられ、社会全体で子どもと
子育て家庭を支援する体制が整えられつつある





研究の背景：高山市

• 2024年度 第9次総合計画の策定

• 2023年度 子育てに関する現状と課題を明らかにする

調査のねらい：市の計画改定に反映させるための基礎資料
前回2018年度に実施

↓
Webによる質問紙調査の実施

対象：市内の乳幼児をもつ保護者



研究目的

• 高山市の施策立案の基礎的資料とするために，保護者を対象とした
Webによる質問紙調査を実施し，子育て環境の現状と課題を明らかに
する。

• 乳幼児の幼児教育・保育事業，病児保育，一時預かり事業の結果に
ついて，前回調査である2018（平成30）年の乳幼児の保護者を対
象とした調査結果（有効回答数466件）と比較して報告する。



研究方法

• 対象：住民基本台帳から無作為抽出した乳幼児の保護者1,000名
• 調査方法：Survey Monkey（Survey Monkey社製）によるWeb調査
• 調査期間：2023年11月1日（発送）～2023年11月30日
• 依頼方法：QRコードを付した調査協力の依頼文「子育て環境に関する調
査」を宛名の子どもの保護者に郵送

• 調査項目：属性，生活実態とニーズで構成される全98問（最大）



• 分析方法：単純集計とクロス集計，自由記述は内容分析

• 倫理的配慮：依頼文に以下を明記

・研究の主旨，目的および方法

・協力は自由意思であること

・協力しないことで不利益を被ることはないこと

・無記名回答であること

・統計学的処理により個人は特定されないこと

・回答にかかる時間等

データ取得時：Survey MonkeyのE-Mailアドレス自動取得の設定解除



結果

• 有効回収数（有効回答率）：410名（41.0%）
※ 全配付数（小学生・中高生の保護者向け調査）のうち不達3部

＜今回の報告＞
• 乳幼児の幼児教育・保育事業
• 病児保育
• 一時預かり事業



属性

図２ 就労の有無（左：前回・右：今回）

図１ 回答者



定期的に利用している教育・保育事業

図3 定期的に利用している教育・保育事業の有無（左：前回・右：今回）

定期的に利用している教育・保育事業



定期的に利用している教育・保育事業の内訳
定期的に利用している教育・保育事業

図４ 定期的に利用している教育・保育事業の内訳（複数回答）



平日の利用：現在の状況と希望日数
定期的に利用している教育・保育事業

図５ 平日の利用（左：現在・右：希望）



平日の利用時間：現在の状況と希望時間
定期的に利用している教育・保育事業

図６ 平日の利用時間（左：現在・右：希望）



平日以外の利用希望
定期的に利用している教育・保育事業

図７ 平日以外の利用希望（左：前回・右：今回）



利用理由（平日）・希望理由（日曜・祝日）
定期的に利用している教育・保育事業

図９ 利用希望の理由（日曜・祝日）図８ 利用理由（平日）



病児保育：子どもの病気やケガによる欠席で対応した方法
病児保育

図10 子どもの病気やケガによる欠席で対応した方法（左：前回・右：今回）

表１ その他の内訳（今回）



病児保育の利用希望
病児保育

図11 病児保育の利用希望



病児保育の利用希望日数
病児保育

図12 病児保育の利用希望日数



利用状況
一時預かり事業

図13 一時預かりの利用状況（左：前回・右：今回）



不定期の一時預かり等の事業 利用希望
一時預かり事業

図14 不定期の一時預かり等の事業 利用希望（上：前回・下：今回）



考察（１）定期的に利用している教育・保育事業

• 利用状況や利用希望の結果から，保護者は子育て環境に関して概ね
満足している。

• 現行の支援を継続していく必要がある。



考察（２）病児保育

• 病児保育の利用割合は微減であり，前回よりも父親が対応する割合が増えていた。
• こども家庭庁（2022）の調査では，働いている時に不便を感じたこととして，「実家
に頼れないが病児保育も予約できない」，「ファミサポ・一時保育等の各種支援の申
請手続きが煩雑で使いづらい」との回答が多かったことが報告されている。

• 病児保育は利用しづらい仕組みと認知不足があるとの指摘（園田，2021）もある。
• 簡便な手続きで利用可能な病児・病後児保育のネット予約システムを導入している
自治体もある。

• 高山市では，かかりつけ医の診療情報提供書の内容等を確認後に受け入れが決定
される。医師の治療方針や感染拡大防止等を第一義としつつ，持続可能な利用し
やすい仕組みとなるよう検討していく必要がある。



考察（３）一時預かり事業

• 利用の回答数が前回より約2倍あり，2022年度開始の「ファミリーサ
ポート」の利用者数も多い。

• 2026年度開始の「こども誰でも通園制度」に向け，モデル事業を実施
した地域の保育者による中間評価（こども家庭庁，2023）では，時
間・労力・業務量の増加が指摘されている。

• 今後，サービスの質保証と事業の円滑な運営の両立がなされるよう検
討していく必要がある。
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ご清聴ありがとうございました
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